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研究成果の概要：東シベリアに分布する古アジア諸語の１つ、コリマ・ユカギール語の本格的

な中型辞典の出版を視野に入れ、そのために不可欠である基礎資料の整備および資料分析の枠

組みの作成を行った。基礎資料の整備として、現地調査で収集した資料を含む数点の言語資料

を電子コーパス化し、一方、資料分析の枠組みの作成としては、日本では最初のものとなるコ

リマ・ユカギール語の文法書を出版した。研究結果は、消滅の危機に瀕しているこの言語の復

興に貢献することが期待される。 
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１．研究開始当初の背景 
 コリマ・ユカギール語の本格的な辞書は、
1957 年に文献資料のみに頼った学術目的の
ものがスウェーデンで出版された以外に存
在しなかった。この辞書もデータ自体が古い
時期（帝政ロシア時代末期）に民族学者等に
よって収集されたものであり、またそのデー
タの分析も、コリマ・ユカギール語の文法構
造の研究が十分になされていなかった当時
の水準を反映して必ずしも十全でない点が
散見されるなど、この言語の研究がより進展
した今日の水準から見れば、満足すべきもの

とは言えなかった。現地調査の進展や文献の
出版によってコリマ・ユカギール語の新しい
データが近年蓄積され、また現に蓄積されつ
つある状況を考えるなら、この言語の現在の
姿を映す本格的な辞書を出版することには
独創的な学術的価値があると考えられた。ま
た学術的な観点から見ると、研究代表者自身
が行った現地調査を含めて、特に今世紀に入
ってから進展したコリマ・ユカギール語の文
法研究の成果を、辞書作成に反映させること
にも価値があると考えられた。 

また本研究では、その辞書の早期出版に向



けた基礎的研究として、話者数の減少と高齢
化が進み危機的状況に瀕していながらなお
小さな学習者用辞書しか利用できない現地
言語コミュニティーに最新の研究成果を還
元するための確実な足がかりを築こうと考
えた。 

研究代表者は本研究計画以前にコリマ・ユ
カギール語の現地調査を何度かにわたって
行っており、そこから得られたデータによっ
てこの言語の全体像を把握する準備は整い
つつあった。本研究計画においては、過去に
おいて研究代表者自身が蓄積した研究成果
もまた活用しつつ、新たなデータを加えてこ
れらを整理・統合することによって、コリ
マ・ユカギール語の研究を新たな段階に進め
ようと考えた。 
 
２．研究の目的 

本研究は、北アジアにアルタイ諸語・ウラ
ル語族といった大語族が進出する以前から
分布していたと考えられる古アジア諸語の
中で、東シベリアに分布するユカギール語の
ひとつであるコリマ・ユカギール語に焦点を
しぼり、次の４点について研究を進展させる
ことを目的とする： 

(1)この言語の資料（現地調査によって得
たものと既存の文献資料）の語彙・文法・テ
キスト面での言語コーパス（電子化された言
語資料体）の作成を推進する。 

(2)それに基づいてコリマ・ユカギール語
の本格的な辞書を作成するための基礎的資
料を分析する。 

(3)現地および海外での資料を視野に入れ
て良質な辞書を作るための基礎的方法を研
究し、なるべく早期に辞書を出版するための
基礎を固める。 

(4)以上の研究成果を現地還元する方策に
ついて考察を深める。 
 
３．研究の方法 
(1)コリマ・ユカギール語について、コンピ
ュータへの入力による言語資料のコーパス
化を継続的に進め、従来のものより発展させ
た電子化された言語コーパスを構築し、研究
の基盤を築く。この作業については、過去の
現地調査で研究代表者自身が収集してきた
言語資料、および、存在がすでに確認されて
いる既存の文法・語彙・テキスト資料を対象
とする。後者に関しては、辞書作成のための
データとして特に貢献が大きいと考えられ
るテキスト資料を重点的に対象とする。また、
新しい資料の収集・発見に努め、時間の制約
の許す限りそれらをコーパス化する。 
 
(2)上記の資料の分析を進める。その際には、
研究代表者がすでに行ってきた分析も批判
的に再検討しながら、辞書作成のためのデー

タを抽出する際に不可欠となるコリマ・ユカ
ギール語の文法構造の全体像を記述言語学
的に、可能であれば類型論的にも把握するこ
とを目指し、将来にわたってコリマ・ユカギ
ール語のデータの分析が継続的に行えるよ
うな枠組みを構築する。 
 
(3)上記の分析と平行して、将来の本格的な
コリマ・ユカギール語の辞書作成に向けた基
礎的方法論の検討を行う。既存の優秀な二ヶ
国語辞書を参照しつつそれらの特質を検討
し、その視点から従来のコリマ・ユカギール
語の辞書・語彙集の検討に進む。コリマ・ユ
カギール語の基本的な言語構造・言語類型を
考慮しつつ、今後に向けて改良すべき点、辞
書に盛り込む必要な情報等を検討する。 
 
４．研究成果 
(1)コリマ・ユカギール語について、コンピ
ュータへの入力による言語資料のコーパス
化を継続的に進めた。その結果、概略次のよ
うな資料のコーパス化をほぼ完了させた： 
①研究代表者がそれまでの数回の現地調

査において収集に努めてきたコリマ・ユカギ
ール語の音韻・文法に関する資料。基本的に
は、調査者の質問に対して母語話者から体系
的に引き出されたデータであり、基礎語彙、
それらを含んだ短文、基礎的な文法構造（形
態論・統語論）に関する体系的な例文、複文
構造に関する例文から成る。 
②上記の調査において収集した、コリマ・

ユカギール語で語られた民話テキスト資料
と母語話者同士の短い会話の資料。これらは
母語話者によって自発的に語られたもので
ある点で①と性格が異なる。 
③既存の文献資料のうち、民話約 70 篇か

らなるテキスト集（話者は複数名）、および、
母語話者による自発的な語りと長い民話数
編からなるテキスト集（話者は 1名）。およ
び、母語話者が自ら書き下ろしたテキスト集
2点（話者は複数名）、現地の学校で使用され
ているコリマ・ユカギール語教科書 1点。コ
ーパスのごく一部を以下に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 



 これらのコーパスは、将来の様々な利用可
能性を考慮して、特殊なタグ等を含まないテ
キストファイルの形で作成した。また一貫し
た変換方式に基づき、特殊なフォントは使用
せず、基本的な ASCII 文字コードの中の文字
だけを使用して入力されている。 

 
 
 
 
 
  

(2)上記の資料の分析を進め、辞書作成のた
めのデータを抽出するために、また、将来に
わたってコリマ・ユカギール語のデータの分
析が継続的・安定的に可能となるような枠組
みを構築するために、コリマ・ユカギール語
の文法構造および類型論的特徴を把握する
ことを目的とする著書『コリマ・ユカギール
語の輪郭―フィールドから見る構造と類型
―』を出版した。本書は全６章からなり、前
半の 3章ではコリマ・ユカギール語の基本的
な構造を扱う（第 1章で音韻論、第 2章で形
態論、第 3章で統語論）。また第 3章の後半
では若干のテキスト資料を提示している。一
方、後半の 3章では、コリマ・ユカギール語
の言語類型上興味深い現象を選んで、現地で
収集した言語資料に基づいてより深いレベ
ルでの考察を加えている（第 4章では接頭辞
の有無の問題を、第 5章では複文の統語構造
の問題を、第 6章では指示転換をめぐる諸問
題を扱っている）。この著書をまとめること
により、上記(1)でコーパス化した資料を一
貫した枠組みのもとで継続的に分析するこ
とが可能となった。 

 
 
 
 
 
 
(4)上記(1)で構築した言語コーパスを用い、
上記(3)で必要性を認識した将来の中型の辞
書を作成するための基礎資料として、上記資
料のうち 1点（総語数 23,346 語、異なり語
数 5,600 語）について、出現順・頻度・借用
関係の情報を付したアルファベット順単語
リストおよび頻度順単語リストを作成した。
前者は上記(2)による分析の概要、上記(3)に
関する考察とともに、冊子体で出版した研究
成果報告書『コリマ・ユカギール語辞書作成
の基礎的研究』に収めて、また後者は単独の
論文として発表した。 
 
(5)本研究によって得られた成果が国内外で
もたらすインパクトについては次のように
まとめることができる： 
①本研究が構築したコーパスという基礎

的なツールの整備により、現時点までに蓄積
されたコリマ・ユカギール語の資料をかなり
の程度まで整理し、コンピュータ上で処理す
ることが可能となった。これにより多数の文
例・用例が要求されるコリマ・ユカギール語
の中型辞典を作成・出版するための円滑な道
筋をつけることができた。そのような辞典を
将来出版することにより、現在消滅の危機に
瀕しているとされるコリマ・ユカギール語の
復興に向けて、直接現地に貢献できる可能性
が開かれる。 

 
(3) 研究期間が終了するまでに研究代表者
が収集することに成功した数点のコリマ・ユ
カギール語の語彙集・辞書の特徴を分析・検
討し、将来の本格的なコリマ・ユカギール語
の辞書作成に向けた基礎的方法論の検討を
行った。その結果、現在消滅の危機に瀕して
いると危惧されるコリマ・ユカギール語の辞
書としては、当座の学校教育の必要性を満た
すための既存の学習者用辞書を補完・拡充す
るような形での中型辞書が必要であるとの
結論に達し、そのためのデータ分析・資料蓄
積の必要性を認識した。また、既存の優秀な
二ヶ国語辞書の検討からは、従来のコリマ・
ユカギール語の辞書・語彙集に欠けている最
大の特徴は豊富な例文であり、将来出版され
るべき中型辞典は、可能な限り一次資料から
の引用を含む例文を提供するべきであると
いう必要性を認識した。 

②コリマ・ユカギール語の文法構造および
類型論的特徴を把握することを目的とする
著書『コリマ・ユカギール語の輪郭―フィー
ルドから見る構造と類型―』を出版すること
ができた。この本は、日本語で書かれたもの
としては初めての（そして世界的に見てもご
く僅かな）コリマ・ユカギール語の文法書で
あり、まだ多くの改善の余地が残されている
とは言え、今後のユカギール語、古アジア諸
語、北方諸言語の研究等に貢献することがで
きた。また、この本により、将来にわたって
コリマ・ユカギール語のデータの分析が継続
的・安定的に可能となるような枠組みを構築
することができた。 

上記(1)によって構築されたコーパスは、
様々な検索等を行ってデータを再整理する
ことにより、上記の必要性を確実に満たすこ
とができる。中でも有用なのは、特定の語彙
ないし語句を中心として様々な文脈を同時
に表示できる検索方法である KWIC 検索であ
る。コーパスを KWIC 検索した一例を次に示
す。 

 ③本研究が構築したコーパスは、辞書のた
めに役立つだけではなく、文法や談話機能の



研究など、言語構造・言語機能の研究にも同
様に役立てることができる。これらのデータ
を用いることで、今後、上記の文法書の改良
を含めて、さらに大規模で詳細なコリマ・ユ
カギール語の文法研究を展開することが可
能となった。このことは将来、国内外の言語
学研究への貢献を可能にする。また一部試行
的に実践を試みたが、原著者の了解を得た上
でこれらのコーパスを国際的に共同利用す
ることが可能となれば、将来国際的な共同研
究にも貢献することが可能となる。 
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